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Ⅰ．各サブシステム概要
工種別の予想原価を含めた《原価データ》と、本
支店別会計の標準導入や、豊富な自動仕訳機能を
標準とした《財務データ》を一元管理する
『ＣＯＳＴ』 の基本となるシステムです。
決算時の経営予測のための重要な位置付けのシス
テムでもあります。

見積のパターン別に原価（標準原価）情報と付き
合わせながらの品名単位での入力を行う事により、
常に粗利を注視しながら、よりスムースな「見積
書」（見積原価対比機能付き）の作成が実現でき
ます。
EXCEL連携により柔軟に加工が行えます。

工種別・金額ベースでの一式発注の「注文書」の
発行、および発注残高の管理に加えて、「原価管
理システム」に対してリアルタイムな「最終予想
原価」の変動情報提供を目的としたサブシステム
です。

材料・品名別の数量ベースでの発注を基本とし、
納期管理に加えて在庫管理機能を併せ持った購買
業務支援のサブシステムです。（工事原価への振
替機能付き）
標準で納品検収後の自動仕訳機能が用意されてい
ます。

支払日・支払回数が無制限の定時支払のサブシス
テムで、自動査定は勿論のこと、ファームバンキ
ングやファクタリングシステムとの連動機能も標
準装備されています。
標準で実支払の自動仕訳機能が用意されています。
『ＣＯＳＴ』 の基本システムとして動作します。

「定時支払」と連動し、かつ印紙経済分割や指定
の分割機能を備えた、手形発行のサブシステムで
す。手形査定分の「でんさいネット」への発生記
録請求用の転送ファイルの作成も行えます。また、
受取手形も含めて支払手形・でんさい・ファクタ
リングの、手形記入帳・期日管理・期落ち自動仕
訳機能付きのサブシステムです。

職種別単価を基準に、日々の日報作業時間を元に
技術者別／作業内容ごとに労務費を算出し、担当
工事への原価算入のための振替を行うシステムで
す。
単価や割増率などの設定は、各支店独自での設定
も可能です。

主に甲型のＪＶ工事を基準にして、自社がスポン
サー（親）となり、分配金の配賦計算や出資金の
請求などの業務を自動化したシステムです。
分配金の支払は、「定時支払」を経由して行う事
も可能です。

原価・財務
基本ｼｽﾃﾑ

定時支払
基本ｼｽﾃﾑ

営業見積

外注発注

材料購買

手形発行
手形管理
でんさい

労務日報

ＪＶ管理
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Ⅱ．システム関連図
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Ⅲ．COSTの特徴『14のポイント』 （その１）

・・・各社の業務形態に併せた、自由な組み合わせが可能です!
▼ 基本（原価/財務/定時支払）システム＋６サブシステムの組合せで、自社の業務形態に最も適したシステム構成が自由に
選択できる コンポーネントタイプ ですので、単に建設業にとどまらず、個別受注形式でオーダー別管理や個別原価管理を必
要とするユーザ様のシステム構築までも容易に実現できます。

・・・９種類の原価内訳（工種別/要素別）が可能です!

▼ 工事の種類（土木・建築・電気設備･通信設備など） や受注形態（元請・下請・賃貸・製品販売・商品販売など） に合わせて、
最大９種類の工種（要素）別の原価内訳が設定でき、更に 工種別では３段階、要素別では２段階の階層管理も行うことが
可能です。

▼ 工種を工程（作業内訳）として設定することにより、建設業以外 の請負型（受注型）のユーザ様でも適用が可能になります。

・・・経理用の勘定科目コードや要素コードが入力不要で、’省エネ‘入力が実現
できます!

▼ 部門マスタや工事マスタ内には、勘定科目属性（デフォルト項目）が標準装備 されていますので、入力担当者の経理知識の
有無に関わりなく、簡便でスムースな入力が実現できます。

▼ 工種のみを入力することで、財務用の 要素も自動的に索引 されますので、入力時の項目数削減や入力ミスによるトラブル
防止に繋がります。
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Ⅲ．COSTの特徴『14のポイント』 （その２）

▼ 「得意先取引申請」「仕入先取引申請」「工事受注申請」「材料発注申請」「外注発注申請」と「定時支払請求承認（工事用）
「定時支払請求承認（部門用）」が 標準装備 されています。

▼ 各担当者ごとに、一次承認者/二次承認者の ２段階での承認機能が標準装備です。（メールでのお知らせ機能付き：標準
提供「SMTP方式」）

・・・COSTには、標準で７種類の申請・承認機能が実装されています!

・・・日時・月次の集計繰越処理を全廃できます!
▼ 本システムは１会計年度＋先行月３ヶ月の間は、日次締め（日次更新）・月次締め（月次更新）処理は全廃しておりますので、
月跨ぎの処理や、複数部門の同時稼働時に於いて、他部門と異なる運用年月でも全く影響されずに個別に処理 が行えま
す。

▼ 出力（参照）系に関する処理は運用可能年月の範囲に拘ることなく期間内での運用は常時可能ですが、入力系での遡り処
理を行う場合に関しては、運用管理者に限って行える入力権限 の設定も可能です。

・・・帳票は全てプレビュー機能付きです!
▼ 基本帳票は 全てプレビュー機能が標準 となっていますので、印刷の事前確認は勿論のこと、再出力時のスタートページの
頭出しの確認や、不要なページの割愛などの確認を効率的に行う事ができます。（プリンタメーカによって多少異なることが
有ります）（EXCELへ直接出力される帳票は除きます）（出力条件指示 ⇒プレビュー表示 ⇒ページ（部数・用紙サイズ）指定
⇒印刷指示 ⇒プリントアウトの手順です。）
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Ⅲ．COSTの特徴『14のポイント』 （その３）

▼ 電子帳簿の特例法に対応が行えるように、帳票イメージのままでの保存 が可能です。（指定のクライアントや外部媒体）
▼ オプション機能で、外部やシステム内での独自の電子決済機能の搭載が可能です。（外部ツールとの連携は個別の打ち合
わせが必要となります）

・・・電子帳簿の特例法にも対応可能です!

・・・簡素化したEUC(エンドユーザー・コンピューティング)の連携を実現し
ます!

▼ EXCELへの展開は、帳票イメージのままでワンタッチで行えます ので、ユーザ様が簡単かつ自由に加工が行えます。
▼ データの絞り込みは、通常の出力条件画面で行えますが、データ出力の実行時でも、ヘッダタイトルの有無の選択や項目の
編集（項目ＣＵＴや復活）機能を備え、かつ繰返し利用に備えて 出力パターン自体を保存 する機能も標準装備しております。

▼ 別途、高速版のEXCEL出力ツール が用意されていますので、データ加工/調査などの業務が大幅に短縮できます。

・・・財務の会計期間にこだわらないデータ蓄積型の設計です!

▼ 工事関連のデータ（実行予算/予想原価/発注情報/原価発生（未払）明細/支払情報）は財務の会計期間に関わらず、それ
ぞれのデータの利用目的に沿って、ユーザー指定の 工事保存年数の期間を基準に蓄積する設計となっています。

▼ 主として財務的な用途を目的として利用する帳票は <前期残＋当期発生> として括られたデータが出力基準となりますが、
原価（または受注）管理を目的として利用する場合の帳票では、夫々の工事の工期 全期間データが対象になるようなデー
タベースの構造になって居りますので、それぞれの利用目的に併せた帳票（参照）の選択ができます。
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Ⅲ．COSTの特徴『14のポイント』 （その４）

▼ 〔完成工事自動仕訳〕を始めとして、〔得意先請求売上自動仕訳〕〔進行基準工事自動仕訳〕〔納品データ取込自動仕訳〕〔工
事間接費配賦自動仕訳〕〔労務費振替仕訳〕〔ＪＶ出資金確定処理〕〔実支払自動仕訳〕〔受取手形期落ち自動仕訳〕〔支払手
形期落ち自動仕訳〕など 豊富な自動仕訳群が用意されており、勘定科目の設定も、各自動仕訳単位で自社の勘定科目規
定を定義 することが可能です。〔原価回収自動仕訳〕はオプションです）

・・・随所にわたり自動仕分機能が充実しています!

・・・ノンカスタマイズ（無修正での）の導入が実現できます!

▼ 基本となる各マスタには、利用者の任意設定で利用可能な検索キーなどの拡張機能や、予備項目欄が用意されて居ります
ので、余裕を持ったマスタの設定が行え、また汎用マスタ（６００種類超の追加が可能）も別途に用意されておりますので、極
めて ノンカスタマイズでの導入が実現できますので、より低価格での導入が可能となります。

・・・リモート接続によるタイムリーな運用が実現できます!

▼ マルチ運用が基本前提ですので、デットロックやクライアントの瞬断による データ破壊防止機能などを標準装備 しておりま
す。（リモート接続については、個別の打合せが必要になります。）

▼ 遠隔地の事業所や別フロアでのシステムの利用状況については、どのクライアントからでもリアルタイムに確認（どの部署の、
誰が起動中か）が行え、利用者の一元管理 によって、スムースなコミニケーションを実現することができますので、より効率
的な運用を推進することが可能になります。
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Ⅲ．COSTの特徴『14のポイント』 （その５）

▼ 利用目的に沿った複合条件での組み合わせ検索は元より、手順に沿って参照元画面から次の参照へと ドリルダウン（次画
面へ遷移） して行きますので、より的確な検索が行えます。

▼ 主なマスタやデータは、日本語曖昧検索 が標準装備ですので、日常での入力操作はコード検索は特には必要ありません。
▼ 参照や帳票などの指示画面には、ａｉ機能（各オペレータごとに、直前の指示条件を記億しておく機能）が標準装備ですので、
都度の指示操作が大幅に軽減できます。

・・・画面の参照機能が充実しています!（日本語の曖昧検索が標準装備）

・・・『見易い』『使い易い』『解り易い』『安心・安全な運用』を基本コン
セプトに設計!

▼ 利用者単位で編集可能なツリー構造の 『見易い』 処理内容選択メニューと、連動して自動表示される業務フローの組み合
わせで、常に次の手順を確認しながらの運用が行えますので 『使い易い』 とご好評です。（自社用業務フローの編集も可能
です）

▼ 入力画面や帳票出力のボタン操作などは、各クライアントにも常設可能な ヘルプ内臓型の『基本操作ガイド』 に一括集約し
て有りますので、面倒な手引書（印刷物）などの保管は不要です。

▼ 個々の業務処理には、全てに専用『ヘルプ』が付加されていますので、その場で即時に機能が確認できる、利用者目線（思
考）を重視した 『解り易い』 設計となっています。

▼ リモート接続保守サポートで、遠隔地のユーザ様でもタイムリーでかつ 『安心・安全な運用』 が実現できます。
▼ 基本のデータベースは、信頼度と導入実績トップクラスの Ｏｒａｃｌｅ を採用しています。

7



Ⅳ．主要帳票・画面照会一覧
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Ⅴ．業務フロー及びヘルプのサンプル （その１）
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Ⅴ．業務フロー及びヘルプのサンプル （その２）
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Ⅵ．ご導入スケジュール想定
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導入工程のご参考です。 ･･･下記の期間は、企業規模（導入の部門数）および対象業務の範囲により異なる場合がありますので、事前のご確認が必要です。

工

程

期 間

基本説明
主にシステムの
機能説明を行
います。

業務分析、業務改善
現状業務のヒヤリングとシステムとの
ギャップ分析を行い、コード体系や業務
改善の検討を行います。

適応分析
業務改善を踏まえて、運用手順

の確認と、カスタマイズ要件の詳

細確認を行います。

導入支援
コード体系および新運用手順の確
定と、マスタおよびデータ移行の
準備。 並行して基本操作のご指
導を行います。

「???? 確認書」の提示

?????????
（当社作業）

運用支援
マスタおよびデータの移行作業と、

システムの操作・運用指導を行い

ます。（含む、並行稼働）

カスタマイズ
基本ソフトの修正・アドオン

を行います。
（当社作業）

本稼動 ????

年間定期保守 ????? の開始

★

約１ヶ月

約 1～ 3ヶ月

約 1～ 2ヶ月

約 0～ 3ヶ月

約 1～ 3ヶ月

約 2～ 3ヶ月

「定期保守サポート契約書」の締結株式会社旭システムズ

ソリューション営業部
TEL:03 -6268 -8152
E -mail:costsales@asahisystems.co.jp


